
●
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
環
境
問
題

国
際
社
会
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
、
地
球
規
模
で

の
生
産
と
消
費
と
い
う
人
類
が
こ
れ
ま
で
経
験
し

た
こ
と
の
な
い
大
規
模
な
物
質
循
環
を
も
た
ら
し

て
い
る
。
こ
れ
ま
で
国
内
で
概
し
て
局
地
的
と
考

え
ら
れ
て
き
た
公
害
問
題
は
、
越
境
公
害
、
公
害

輸
出
、
地
球
環
境
問
題
と
い
っ
た
グ
ロ
ー
バ
ル
な

問
題
発
生
と
し
て
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

経
済
活
動
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
、
途
上
国
に
資
源

利
用
と
開
発
を
活
発
化
さ
せ
る
好
機
を
与
え
た
。

し
か
し
、
こ
れ
が
自
ら
の
環
境
管
理
能
力
を
超
え

て
し
ま
う
場
合
に
は
、
非
持
続
的
な
開
発
を
蔓
延

さ
せ
、
自
国
の
環
境
破
壊
を
招
来
さ
せ
る
だ
け
で

な
く
、
地
球
全
体
の
環
境
負
荷
も
増
大
さ
せ
て
し

ま
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
グ
ロ
ー
バ
ル
化

の
負
の
影
響
を
予
防
す
る
手
段
と
し
て
の
環
境
法

も
、
国
際
化
な
い
し
グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る
傾
向
を

迎
え
つ
つ
あ
る
。

温
暖
化
、
オ
ゾ
ン
層
の
破
壊
、
生
物
多
様
性
の

確
保
、
有
害
物
質
の
越
境
化
な
ど
の
地
球
環
境
問

題
に
関
す
る
国
際
条
約
の
数
は
お
よ
そ
五
○
○
を

超
え
る
と
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
約
四
割
が
多
国
間

条
約
、
残
り
が
地
域
条
約
で
あ
る
。
し
か
し
、
環

境
条
約
の
批
准
加
盟
国
の
大
半
は
途
上
国
に
よ
っ

て
占
め
ら
れ
て
お
り
、
途
上
国
に
お
け
る
履
行
確

保
が
今
後
の
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
代
表

的
な
環
境
条
約
に
つ
い
て
、
表
１
で
そ
の
批
准
状

況
と
締
約
国
数
を
見
る
と
、
途
上
国
の
割
合
が
圧

倒
的
に
高
い
点
が
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

加
盟
状
況
を
見
た
場
合
、
環
境
問
題
が
も
は
や
Ｏ

Ｅ
Ｃ
Ｄ
な
ど
の
先
進
諸
国
だ
け
の
関
心
事
で
な
く

な
っ
た
こ
と
、
さ
ら
に
こ
の
よ
う
な
地
球
レ
ベ
ル

の
問
題
解
決
に
と
っ
て
、
途
上
国
の
立
場
に
さ
ら

に
留
意
し
た
新
し
い
国
際
法
秩
序
の
あ
り
方
や
環

境
協
力
の
あ
り
方
が
模
索
さ
れ
る
べ
き
時
期
が
到

来
し
た
こ
と
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

環
境
問
題
は
地
理
的
、
空
間
的
、
時
間
的
に
拡

大
す
る
傾
向
に
あ
る
。
の
み
な
ら
ず
、
予
知
で
き

ぬ
環
境
リ
ス
ク
も
増
え
つ
つ
あ
る
。
こ
の
た
め
、

環
境
法
は
、
国
内
環
境
法
と
国
際
環
境
法
の
間
で

相
互
に
影
響
し
あ
い
な
が
ら
、
新
し
い
発
展
段
階

を
迎
え
つ
つ
あ
る
と
い
え
よ
う
。
環
境
法
の
国
際

化
の
経
路
と
し
て
い
く
つ
か
あ
る
。
第
一
は
、
国

際
条
約
の
制
定
に
代
表
さ
れ
る
国
際
環
境
条
約
法

の
生
成
発
展
で
あ
り
、
こ
れ
が
各
国
の
環
境
法
に

反
映
さ
れ
、
そ
の
発
展
を
促
す
場
合
で
あ
る
。
条

約
は
、
国
内
で
批
准
締
結
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

国
内
の
環
境
法
も
国
際
化
し
、
発
展
す
る
。
ま
た
、

仮
に
批
准
さ
れ
な
い
場
合
で
も
、
国
際
社
会
で
確

認
さ
れ
た
「
持
続
可
能
な
開
発
」、「
汚
染
者
負
担

の
原
則
」、「
予
防
原
則
」
な
ど
の
環
境
原
則
が
国

内
の
環
境
法
に
浸
透
し
、
大
き
な
影
響
を
与
え
る
。

第
二
は
、
国
内
法
と
し
て
環
境
法
が
生
成
し
、
こ

れ
が
他
国
と
の
条
約
取
り
決
め
や
国
際
社
会
の
条

約
発
展
に
影
響
を
与
え
る
と
い
っ
た
い
わ
ば
内
か

ら
の
流
れ
が
あ
る
。
一
九
六
九
年
に
ア
メ
リ
カ
の

国
家
環
境
政
策
基
本
法
（
Ｎ
Ｅ
Ｐ
Ａ
）
が
採
用
し

た
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
が
後
に
国
際
機
関
や
先
進

国
に
普
及
し
、
そ
の
後
大
半
の
途
上
国
の
国
内
法

の
発
展
に
多
大
な
寄
与
を
及
ぼ
し
た
点
が
、
こ
れ

に
あ
た
る
。
既
に
一
○
○
カ
国
以
上
の
国
が
環
境

ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
制
度
と
し
て
導
入
し
て
い
る
。

第
三
は
、
こ
こ
で
注
目
し
た
い
サ
ブ
・
リ
ー
ジ
ョ

ナ
ル
な
環
境
協
力
の
発
展
で
あ
り
、
一
定
の
地
理

的
な
ま
と
ま
り
を
背
景
に
、
地
域
レ
ベ
ル
の
環
境

法
が
自
生
的
に
発
展
す
る
場
合
で
あ
る
。
さ
ら
に

こ
れ
以
外
に
も
、
最
近
の
Ｆ
Ｔ
Ａ
締
結
の
よ
う
に

任
意
の
二
国
間
が
環
境
協
力
も
含
め
て
経
済
活
動

の
合
意
形
成
を
行
う
と
い
っ
た
新
し
い
形
態
も
登

場
し
つ
つ
あ
る
。

こ
れ
ら
の
環
境
法
発
展
の
特
徴
と
し
て
、
条
約

グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
ア
ジ
ア
の
環
境
法

特集／グローバルなルール形成と開発途上国
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締
結
と
い
っ
た
ハ
ー
ド
・
ロ
ー
の
形
成
分
野
だ
け

で
な
く
、
宣
言
文
書
や
行
動
計
画
な
ど
の
法
的
拘

束
力
の
弱
い
ソ
フ
ト
・
ロ
ー
が
大
量
に
蓄
積
さ
れ

て
き
た
点
を
指
摘
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の

ソ
フ
ト
・
ロ
ー
は
、
ハ
ー
ド
・
ロ
ー
を
形
成
す
る

こ
と
が
困
難
な
場
合
に
、
こ
れ
を
回
避
な
い
し
円

滑
化
さ
せ
る
目
的
で
形
成
さ
れ
る
場
合

も
あ
れ
ば
、
必
ず
し
も
法
的
な
拘
束
力

を
必
要
と
し
な
い
国
家
間
の
事
実
上
の

協
力
を
支
援
す
る
目
的
か
ら
利
用
さ
れ

る
場
合
も
あ
る
。
ま
た
、
宣
言
や
憲
章

と
い
っ
た
独
自
の
必
要
性
に
お
い
て
、

形
成
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
さ
ら
に
、

気
候
変
動
枠
組
み
条
約
に
代
表
さ
れ
る

よ
う
に
、「
枠
組
み
条
約
方
式
」
と
い

っ
た
よ
う
な
一
般
原
則
の
採
択
を
優
先

さ
せ
、
条
約
が
成
立
し
や
す
く
な
る
た

め
の
制
定
方
式
も
考
案
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
も
最
近
の
環
境
条
約
の
特
徴
の
一

つ
で
あ
る
。
し
か
し
、
一
般
的
な
問
題

点
と
し
て
、
条
約
間
に
内
容
の
重
複
、

齟
齬
、
抜
け
落
ち
が
あ
っ
た
り
と
か
、

ま
た
多
国
間
条
約
と
地
域
条
約
間
に
整

合
性
が
と
れ
て
い
な
い
と
い
っ
た
批
判

が
あ
る
こ
と
も
否
定
で
き
な
い
。

●
ア
ジ
ア
に
お
け
る
地
域
環

境
協
力
と
法
・
レ
ジ
ー
ム

の
形
成

ア
ジ
ア
地
域
に
お
け
る
サ
ブ
リ
ー
ジ

ョ
ナ
ル
な
環
境
協
力
は
、
加
盟
国
に
お

け
る
国
内
の
環
境
問
題
の
解
決
に
寄
与
す
る
だ
け

で
な
く
、
地
域
及
び
地
球
レ
ベ
ル
の
環
境
問
題
の

解
決
に
も
、
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
環

境
協
力
の
一
般
的
な
内
容
に
は
、
共
通
の
解
決
目

標
の
設
定
、
問
題
解
決
に
係
わ
る
技
術
、
財
政
、

情
報
分
野
で
の
協
力
支
援
の
方
法
、
事
務
局
の
設

置
、
越
境
汚
染
の
予
防
や
被
害
発
生
時
の
通
告
義

務
や
紛
争
解
決
の
方
法
に
関
す
る
事
前
取
り
決
め
、

地
球
環
境
問
題
へ
の
地
域
レ
ベ
ル
か
ら
の
環
境
協

力
、
環
境
協
力
を
実
施
す
る
た
め
の
制
度
的
枠
組

み
の
整
備
な
ど
が
含
ま
れ
る
。
し
か
し
、
既
に
ソ

フ
ト
・
ロ
ー
分
野
と
し
て
み
た
と
お
り
、
ハ
ー
ド

ル
の
高
い
地
域
条
約
の
制
定
達
成
だ
け
が
環
境
協

力
の
唯
一
の
目
的
で
は
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ

る
。
む
し
ろ
環
境
問
題
の
実
質
的
な
解
決
に
と
っ

て
最
も
必
要
と
さ
れ
る
非
法
律
的
な
事
実
上
の
協

力
を
ソ
フ
ト
・
ロ
ー
分
野
が
支
援
す
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。
地
域
の
環
境
条
約
の
制
定
の
有
無
だ

け
で
は
、
当
該
地
域
の
環
境
協
力
の
あ
り
方
や
密

度
を
判
断
で
き
な
い
と
い
え
よ
う
。

例
え
ば
、
ア
ジ
ア
地
域
の
代
表
的
な
地
域
別
プ

ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
地
域
を
対
象
に

し
た
ア
ソ
エ
ン
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
Ａ
Ｓ
Ｏ
Ｅ
Ｎ
）、

南
ア
ジ
ア
地
域
を
対
象
に
し
た
サ
セ
ッ
プ
・
プ
ロ

グ
ラ
ム
（
Ｓ
Ａ
Ｃ
Ｅ
Ｐ
）、
南
太
平
洋
地
域
を
対

象
に
し
た
ス
プ
レ
ッ
プ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
Ｓ
Ｐ
Ｒ

Ｅ
Ｐ
）
が
あ
り
、
さ
ら
に
形
成
過
程
に
あ
る
中
央

ア
ジ
ア
地
域
で
の
環
境
協
力
（
Ｃ
Ａ
Ｒ
Ｅ
Ｃ
）
と

北
東
ア
ジ
ア
地
域
に
関
す
る
ニ
ア
ス
ペ
ッ
ク
・
プ

ロ
グ
ラ
ム
（
Ｎ
Ｅ
Ａ
Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
）
が
あ
る
。
さ
ら

に
、
対
象
別
に
見
た
場
合
に
は
、
日
本
が
支
援
し

て
き
た
オ
ス
パ
ー
と
呼
ば
れ
る
マ
ラ
ッ
カ
国
際
海

峡
の
海
洋
油
濁
汚
染
防
止
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
国
際
河

川
で
あ
る
メ
コ
ン
川
流
域
の
環
境
管
理
に
対
す
る

Ａ
Ｄ
Ｂ
に
よ
る
環
境
協
力
、
酸
性
雨
に
関
す
る
東

ア
ジ
ア
地
域
酸
性
雨
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
（
Ｅ
Ａ
Ｎ
Ｅ
Ｔ
）、
森
林
火
災
に
関
す
る
Ａ
Ｓ

Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
で
の
地
域
環
境
協
力
な
ど
が
あ
る
。

表
２
で
は
、
ア
ジ
ア
で
代
表
的
な
地
域
別
の
環

境
協
力
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
い
く
つ
か
取
り
上
げ
、
そ

の
内
容
を
比
較
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

こ
れ
ら
の
ア
ジ
ア
地
域
の
環
境
協
力
か
ら
明
ら

か
な
こ
と
と
し
て
、
環
境
協
力
の
内
容
や
達
成
内

容
が
各
地
域
で
様
々
で
あ
り
、
ア
ジ
ア
地
域
全
体

が
連
携
し
て
協
力
で
き
る
体
制
に
は
ま
だ
到
達
し

て
い
な
い
点
が
あ
る
。
各
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
各
地

域
の
環
境
問
題
の
特
性
や
環
境
以
外
の
諸
条
件
に

合
わ
せ
て
、
地
域
別
に
発
展
し
て
き
て
い
る
も
の

と
い
え
よ
う
。

そ
こ
で
、
地
域
環
境
条
約
の
成
立
が
必
ず
し
も

容
易
で
な
い
こ
と
を
、
ア
ソ
エ
ン
の
例
か
ら
紹
介

し
た
い
。
ア
ソ
エ
ン
の
前
身
は
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
環

境
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ｐ
）
で
あ
り
、
そ
の
構

成
国
は
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
で
あ
る
。
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

で
は
、
一
九
八
五
年
に
自
然
及
び
天
然
資
源
協
定

と
い
う
環
境
管
理
の
た
め
の
包
括
的
な
地
域
環
境

協
定
（A

greem
ent on the C

onservation of N
a-

ture and N
atural R

esources

）
を
成
立
さ
せ
る
動

き
が
あ
っ
た
が
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
と
マ
レ
ー
シ
ア

か
ら
法
的
な
拘
束
力
の
あ
る
地
域
環
境
条
約
の
締

結
は
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
に
と
っ
て
時
期
尚
早
で
あ
る
と

の
反
対
を
受
け
、
実
現
し
な
か
っ
た
。
こ
れ
も
、

主な国際環境条約 調印年 発効年 締約国の数（2006 年 7月現在） 非OECD諸国の加盟数

気候変動枠組条約 1992 年 1994 年 197 カ国＋ EC 167 カ国 

京都議定書 1997 年 2005 年 156 カ国＋ EC（2006 年 1月現在） 128カ国 （ただし、OECD28カ国）

オゾン層保護ウイーン条約 1988 年 1988 年 189 カ国＋ EC 159 カ国

モントリオール議定書 1987 年 1989 年 188 カ国＋ EC 153 カ国

バーゼル条約 1989 年 1992 年 167 カ国＋ EC 137 カ国 

生物多様性条約 1992 年 1993 年 187カ国＋EC（2005年10月現在） 157 カ国

砂漠化対処条約 1994 年 1996 年 190 カ国＋ EC 160 カ国 

ワシントン条約 1973 年 1975 年 169 カ国 139 カ国 

ラムサール条約 1971 年 1975 年 152 カ国 122 カ国 

世界遺産条約 1972 年 1975 年 182 カ国 152 カ国

表１　主な環境条約への途上国の加盟状況

（出所）　国際機関等が公表するホームページから集計。
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特集／グローバルなルール形成と開発途上国

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
自
体
の
結
び
つ
き
が
緩
や
か
な
コ
ン

セ
ン
サ
ス
方
式
に
基
づ
い
て
い
た
た
め
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
一
九
九
七
年
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
森
林

火
災
に
よ
る
煙
霧
（
ヘ
ー
ズ
）
の
発
生
は
、
近
隣

の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
と
マ
レ
ー
シ
ア
に
甚
大
な
被
害

を
与
え
、
さ
ら
に
国
際
的
な
賠
償
紛
争
に
ま
で
発

展
す
る
可
能
性
が
あ
っ
た
。
こ
れ
を
機
に
、
二
○

○
二
年
に
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
で
初
め
て
の
地
域
環
境
条

約
と
し
て
越
境
ヘ
ー
ズ
に
関
す
る
地
域
環
境
協
定

（A
SE

A
N

 A
greem

ent on Trans-boundary H
aze 

Pollution

）
が
締
結
批
准
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
地

域
条
約
で
あ
る
も
の
の
、
内
容
か
ら
見
る
と
必
ず

し
も
法
的
義
務
を
当
事
国
に
課
す
る
こ
と
が
趣
旨

で
な
く
、
む
し
ろ
環
境
分
野
で
の
関
係
国
の
協
力

関
係
あ
る
い
は
ヘ
ー
ズ
の
監
視
や
情
報
提
供
を
相

互
に
強
化
し
た
も
の
と
し
て
理
解
可
能
で
あ
る
。

こ
の
協
定
に
は
、
地
域
レ
ベ
ル
で
ま
だ
成
熟
し
て

い
な
い
越
境
汚
染
の
解
決
方
法
と
し
て
、
国
際
環

境
法
に
お
け
る
一
般
法
原
則
を
地
域
レ
ベ
ル
に
取

り
入
れ
よ
う
と
す
る
積
極
的
試
み
を
み
る
こ
と
が

で
き
る
。
こ
の
ヘ
ー
ズ
に
関
す
る
地
域
条
約
は
国

際
条
約
と
必
ず
し
も
対
立
す
る
も
の
で
な
く
、
む

し
ろ
環
境
問
題
の
解
決
と
い
う
点
で
は
、
共
通
の

方
向
を
目
指
し
か
つ
補
完
関
係
に
あ
る
も
の
と
い

う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

な
お
、
こ
れ
ま
で
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
法
律
協
力
は
、

経
済
活
動
以
外
で
は
、
犯
罪
人
の
引
き
渡
し
に
関

す
る
司
法
共
助
、
二
重
課
税
防
止
条
約
、
あ
る
い

は
麻
薬
取
り
締
ま
り
と
い
っ
た
限
定
的
な
内
容
に

制
限
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
一
九
九
○
年
代
後

半
か
ら
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
欄
で
よ
う

地域環境プログラム 対象国・設置年・組織 プログラムの特徴 地域環境条約の制定状況 地域協力のための主な取り決め

アソエン（アセアン
環境上級官僚会合、
ASOEN ）

アセアン 10 カ国、1987
年、アセアン事務局（ジ
ャカルタ）、アセアン越
境ヘーズ防止管理調整セ
ンター

アセアンの政治的、経済
的な発展と共に発展、前
身時代にも長期的環境プ
ログラム （ASEPI ～ III） 
の実施と、アソエン環境
戦略行動計画（1994 年
～）の実施

アセアン越境ヘーズ汚染
協定 （2002 年）、自然及
び天然資源の保全協定
（1985 年） 

アセアン遺産公園宣言（2003 年）、持続可能
な開発ヤンゴン宣言（2003 年）、環境と開発
ジャカルタ宣言（1997 年）、持続可能な開発
バンダール・スリ・ブガワン決定（1994
年）、環境と開発シンガポール決定（1992
年）、環境と開発クアラルンプール宣言
（1990 年）、持続可能な開発ジャカルタ宣言
（1987 年）、アセアン環境バンコク宣言
（1981年）、ヘーズ地域行動計画（1997 年）、
アセアン地域生物多様性保全センター（1999
年）

南アジア環境協力プ
ログラム（SACEP）

南アジアの8カ国、1982
年、コロンボ事務局

組織制度強化、能力開
発、生物多様性の保全と
持続的な利用、環境情報
と環境評価、教育と意識
向上、南アジア海洋プロ
グラム

無 南アジア大気汚染と越境被害の規制防止に関
するマレ宣言（1998 年）、南アジア環境協力
プログラム・コロンボ宣言（1981 年）、南ア
ジア海洋行動計画（1995 年）、南アジア教育
訓練行動計画（2003 ～ 2007 年）、南アジア
地域石油流出監視プラン（2003 年）、南アジ
ア環境天然資源情報センター（1990 年）、南
アジア生物多様性クリアリングハウス・メカ
ニズム

南太平洋地域環境プ
ログラム（SPREP）

オーストラリア ､ニュー
ジーランドなどの 4カ国
を含む 21 の太平洋島嶼
国・地域、1980 年、サ
モアの首都アピア

各国の環境管理戦力の開
発、環境関連法の整備、
能力開発、漁業資源の保
全と持続可能な利用
（1979 年に漁業フォー
ラムを設置）

南太平洋の環境・天然資
源保護協定

島嶼国の持続可能な開発バルバドス行動計
画、南太平洋環境協力戦略プログラム
（2004 ～ 2013 年）、南太平洋行動計画
（2005 ～ 2009 年）

中央アジア地域経済
協力（CAREC）

無 カ ス ピ 海 環 境 計 画
（CEP）では沿岸国の水
管理に関する協調行動の
枠組み設置

無 カスピ海環境計画（1995 年）、地域協力戦略
プログラム（2005 ～ 2007 年）、科学情報セ
ンターの設置（SIC）

北東アジア地域環境
プログラム（NEAS-
PEC）

北東アジア6カ国、1993
年、事務局無

国境を越えた協力や地球
環境問題の解決に向け
て、地域協力体制を作る
ための環境協力高級事務
レベル会合の毎年開催
で、意見情報の交換、北
東アジアでの能力開発と
環境モニタリング

無 大気汚染対策のためのトレーニングやデータ
収集、大型哺乳類や渡り鳥の保全計画支援

表 2　アジア地域における主な地域環境プログラム

（出所）関連機関のホームページなどから作成。
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や
く
法
律
協
力
が
登
場
し
、
法
律
協
力
に
関
す
る

議
論
や
意
見
交
換
も
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き

た
。
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
自
体
の
性
格
変
化
も
考
慮
に
入

れ
て
、
こ
の
地
域
の
環
境
条
約
の
制
定
を
考
え
る

必
要
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。

●
北
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
環
境
協
力
の

必
要
性
と
そ
の
法
的
課
題

北
東
ア
ジ
ア
地
域
に
お
け
る
経
済
活
動
の
急
速

な
活
発
化
と
規
模
拡
大
に
伴
い
、
ア
ジ
ア
地
域
で

の
環
境
負
荷
が
急
速
に
増
大
し
つ
つ
あ
り
、
こ
れ

が
将
来
の
地
球
環
境
に
致
命
的
な
影
響
を
与
え
る

か
も
し
れ
な
い
と
い
う
危
惧
感
が
高
ま
り
つ
つ
あ

る
。
こ
れ
ま
で
も
日
本
政
府
の
積
極
的
な
働
き
か

け
に
よ
り
、
こ
の
地
域
を
含
む
環
境
プ
ロ
グ
ラ
ム

が
い
く
つ
か
実
施
さ
れ
て
き
て
い
る
。
例
え
ば
、

ア
ジ
ア
太
平
洋
環
境
会
議
（
Ｅ
Ｃ
Ｏ 

Ａ
Ｓ
Ｉ
Ａ
）、

北
東
ア
ジ
ア
で
の
情
報
交
換
や
政
策
対
話
を
実
施

す
る
た
め
の
環
日
本
海
環
境
協
力
会
議
（
Ｎ
Ｅ
Ａ

Ｃ
）、
東
ア
ジ
ア
酸
性
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
（
Ｅ
Ａ
Ｎ
Ｅ
Ｔ
）、
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
渡

り
鳥
保
全
戦
略
、
北
大
西
洋
地
域
海
行
動
計
画

（
Ｎ
Ｏ
Ｗ
Ｐ
Ａ
Ｐ
）、
北
東
ア
ジ
ア
の
能
力
開
発

と
環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
実
施
す
る
た
め
の
環
境

プ
ロ
グ
ラ
ム
（
Ｎ
Ｅ
Ａ
Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
）
な
ど
で
あ
る
。

日
本
は
、
二
国
間
の
技
術
協
力
と
し
て
も
、
ロ
シ

ア
、
韓
国
、
中
国
な
ど
と
既
に
個
別
に
環
境
協
力

を
実
施
し
て
き
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
北
東
ア
ジ
ア
地
域
の
環
境
協

力
の
発
展
は
、
様
々
な
制
約
を
受
け
て
い
る
。
冷

戦
構
造
が
続
い
た
北
東
ア
ジ
ア
地
域
で
の
環
境
レ

ジ
ー
ム
の
構
築
は
必
ず
し
も
容
易
な
作
業
で
は
な

い
。
一
九
九
三
年
に
設
置
さ
れ
た
ニ
ア
ス
ペ
ッ
ク

と
い
え
ど
も
、
そ
の
重
点
は
北
東
ア
ジ
ア
地
域
の

能
力
開
発
と
環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
限
定
さ
れ
て

お
り
、
法
的
な
権
利
義
務
を
伴
う
協
力
関
係
は
将

来
に
先
送
り
さ
れ
て
い
る
も
の
と
理
解
で
き
よ
う
。

最
近
の
動
き
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
二
○
○
四
年

一
一
月
二
七
日
に
日
本
、
中
国
、
韓
国
の
三
カ
国

が
環
境
協
力
に
関
す
る
行
動
戦
略
（
Ｔ
Ｅ
Ｍ
Ｍ
）

を
採
択
し
、
こ
れ
ら
の
国
が
Ｔ
Ｅ
Ｍ
Ｍ
を
さ
ら
に

発
展
継
続
さ
せ
、
既
存
の
枠
組
み
を
拡
大
す
る
と

宣
言
し
た
こ
と
で
あ
る
。

わ
が
国
の
北
東
ア
ジ
ア
の
環
境
協
力
に
対
す
る

関
心
は
高
ま
り
つ
つ
あ
る
。
例
え
ば
、
最
近
発
表

さ
れ
た
経
済
産
業
省
の
平
成
一
七
年
度
国
際
エ
ネ

ル
ギ
ー
使
用
合
理
化
基
盤
整
備
事
業
「
東
ア
ジ
ア

地
域
に
お
け
る
新
た
な
環
境
協
力
の
枠
組
み
構
築

の
た
め
の
調
査
」
報
告
書
（
平
成
一
八
年
三
月
）

や
環
境
省
が
現
在
実
施
す
る
「
持
続
可
能
な
社
会

の
構
築
に
向
け
た
日
中
環
境
協
力
の
あ
り
方
検
討

会
」
の
議
論
に
も
見
ら
れ
る
と
お
り
で
あ
る
。
た

だ
し
、
こ
れ
ま
で
の
ア
ジ
ア
の
他
地
域
に
お
け
る

環
境
協
力
の
経
験
を
見
る
限
り
で
は
、
環
境
分
野

の
地
域
協
力
自
体
が
い
か
に
望
ま
し
い
内
容
で
あ

っ
た
と
し
て
も
、
環
境
分
野
だ
け
が
突
出
し
て
一

足
飛
び
に
条
約
締
結
へ
至
る
と
い
っ
た
、
法
律
協

力
へ
の
発
展
方
式
は
あ
り
え
な
い
も
の
と
い
え
よ

う
。
こ
の
た
め
に
は
、
ま
ず
技
術
面
や
人
材
育
成

面
の
協
力
と
い
っ
た
環
境
分
野
で
の
地
道
か
つ
信

頼
醸
成
の
た
め
の
基
盤
整
備
が
必
要
で
あ
り
、
さ

ら
に
こ
れ
を
確
認
支
援
す
る
た
め
の
行
動
計
画
や

環
境
宣
言
な
ど
の
ソ
フ
ト
面
の
環
境
協
力
が
か
な

り
の
程
度
に
蓄
積
さ
れ
た
後
に
、
は
じ
め
て
地
域

レ
ベ
ル
で
の
条
約
制
定
と
い
っ
た
ハ
ー
ド
ル
の
高

い
法
律
協
力
が
可
能
に
な
る
も
の
と
い
え
る
で
あ

ろ
う
。

●
お
わ
り
に

グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
伴
う
負
の
局
面
と
し
て
の
環

境
問
題
が
、
国
内
、
地
域
、
地
球
レ
ベ
ル
で
大
き

な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
環
境
問
題
の

発
生
は
ロ
ー
カ
ル
で
あ
り
、
こ
の
た
め
の
足
元
の

解
決
が
ま
ず
優
先
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
現
在
の

環
境
法
は
、
学
術
上
、
国
際
環
境
法
と
国
内
環
境

法
に
区
別
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
な

先
進
国
主
導
の
考
え
方
や
主
権
国
家
を
前
提
に
し

た
伝
統
的
な
手
法
に
立
っ
た
問
題
解
決
だ
け
で
は
、

限
界
が
既
に
見
え
始
め
て
い
る
。
こ
の
点
で
、
生

き
た
環
境
法
に
は
、
国
際
法
秩
序
と
国
内
法
整
備

の
双
方
の
間
を
行
き
来
し
な
が
ら
、
相
互
作
用
の

結
果
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
抜
け
落
ち
て
い
る

知
識
や
規
範
を
補
い
つ
つ
発
展
さ
せ
る
使
命
が
与

え
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
地
域
レ
ベ
ル
に

お
け
る
環
境
法
創
造
の
動
き
は
、
ま
さ
に
こ
の
よ

う
な
グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る
環
境
問
題
を
地
域
レ
ベ

ル
で
一
旦
ろ
過
し
、
こ
れ
を
国
際
社
会
と
地
域
の

構
成
国
に
実
効
性
あ
る
形
で
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
さ

せ
つ
つ
、
問
題
解
決
に
寄
与
す
る
役
割
を
担
う
も

の
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

（
さ 

く
も
と　

な
お
ゆ
き
／
ア
ジ
ア
経
済
研
究

所
在
ジ
ャ
カ
ル
タ
海
外
調
査
員
）

アジ研ワールド・トレンド No.132（2006．９）─3839─アジ研ワールド・トレンド No.132（2006．９）


